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1．はじめに
厚生労働省によると，生活習慣病の患者数は増加し
ており，その発症率には個人の生活習慣によって大き
な差があることが指摘されている1．また，これらの疾
患を避けるための基本戦略として，運動不足の解消と
過食の防止があげられており，日常生活で健康に対す
る意識と自己欲求とのトレードオフを考慮することで，
生活習慣病の改善が期待される．近年，生活習慣病改
善に向けた機械学習による対話や可視化の研究は活発
に行われており，井口ら [1]は，生活習慣改善を促すた
めに生活習慣の問診票と健康診断結果を組み合わせた
ベイジアンネットワークモデルを作成した．また，福
沢ら [2]は，不健康度の可視化と室内運動支援アプリの
開発により，外出して運動する習慣を促進した．
本研究では，生活習慣病の基本戦略となる運動不足
の解消と過食の防止を目指し，移動の際に，運動の代
謝量を増加させつつ，非合理的になる心理現象である
認知バイアスを軽減する手法を提案し，経路推薦アプ
リケーションを実装し検証する．具体的には，改善した
い生活習慣病（肥満や糖尿病等）をユーザが指定する
と，最短の移動時間を基に，改善すべき運動量の程度
ごとに代謝量を高める移動距離と速度を算出する．ま
た，運動量の程度ごとに認知バイアスの程度に合わせ
た地物（POI）を抽出する．例えば，肥満度が高い場
合，目的地まで速足で最短経路より長い距離を移動す
ることで代謝量を増加させつつ，ラーメン店を避けて
うどん店を経由地点とすることで認知バイアスを軽減
する移動経路の推薦が可能となる．本稿では，生活習
慣病の程度に応じた移動中の代謝量増加および認知バ
イアス軽減手法を提案し，特に，肥満を対象として認
知バイアスの程度に応じて抽出した POIを検証する．
2．代謝量増加と認知バイアス軽減による経路生成
図 1に生活習慣病の程度に応じた代謝量と認知バイ
アスを考慮した経路推薦システムの構成を示す．ユーザ
は個人情報を入力し，改善したい生活習慣病を選択し
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図 1: 代謝量と認知バイアスを考慮した経路生成の流れ

た後，システムがユーザのBMI指数を算出する．ユー
ザが肥満であることを選択しなくても，BMIが肥満の
範囲に該当する場合は，肥満とみなされる．次に，ユー
ザは出発地と目的地を入力し，サーバ側は最短経路を
生成する．最短経路とは，ユーザが普通歩行の状態で
出発地から目的地まで到達する経路である．最短経路
の運動時間を基準に，同じ歩行の運動時間で速歩きや
ジョギングによる運動距離を算出し，BMI指数の値に
よって，運動方式を決定する．そして，最短経路の出発
点と目的地点を矩形内から店舗情報などのPOI（Point

of Interest）を抽出し，POIのカテゴリ（カフェやラー
メン屋など）を抽出する．算出されたBMIから運動方
式に対するカテゴリを決定し，出発地と目的地の間の
経由点とする．経由地点となった POIを経由した距離
を算出し，運動方式の距離との差分を算出し，差分が
最小の POIを経由地点とする．最後に地図に，各運動
方法ごとの POIを経由する経路を異なる色で表示し，
ユーザに推薦提供する．
2.1．肥満と糖尿病に対する代謝量増加手法
本研究では，肥満や糖尿病を対象とし，代謝量を高
める移動経路を推薦することで生活習慣病改善を支援
する．肥満や糖尿病として BMI指数が 25.0以上の場
合，中長距離の代謝量が推薦されており，提案手法は，
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図 2: 経路推薦アプリ：基本情報と出発地・目的地を入
力すると肥満の程度により 3種類の経路を推薦提示

速足やジョギングの速度から歩行の最短経路より長い
距離を算出し，代謝量を増加させる．
2.2．認知バイアスを軽減するPOI抽出
認知バイアスとは，経験や直感などの先入観によっ
て非合理的になる心理的現象である．生活習慣病改善
には，運動量を高めつつ移動中に生活習慣病の要因と
なる POIを避ける経路を推薦することが重要である．
一方で，そのような経路を経験する度に，認知バイア
スを高める課題が生じる．そこで，生活習慣病の程度
ごとに運動方式（速足やジョギング）と移動距離を算出
しつつ，生活習慣病の程度に合わせた POIカテゴリを
決定し，カテゴリに分類された POIを抽出する．カテ
ゴリは，例えば肥満の場合，高カロリーの飲食店（ファ
ストフード等），中程度カロリーの飲食店（蕎麦），低
カロリーの飲食店（コンビニ等）とする．肥満度が高
い場合にはこれら全てを避ける経路ではなく，高カロ
リーの飲食店を避けつつ，中・低カロリーの飲食店を経
由する経路を推薦することで認知バイアスを軽減する．
3．生活習慣病改善に向けた経路生成の実装
代謝量増加と認知バイアス軽減による経路生成システ
ムを実装した．Flutterプラットフォームを用いてDart

言語で開発した．最短経路および経由地の POIを経由
する最短経路生成は Google Map APIを用いた．
3.1．経路推薦アプリケーション
図 2にプロトタイプを示す．ユーザから入力された
個人情報と地点情報によって，運動方式となる歩行，速
足，ジョギングの 3種類の経路を推薦する．また各経
路上の POIをプロットする．
3.2．移動中の代謝量に応じたPOI抽出の検証
本稿では，訪問したい欲求の高さと罪悪感より肥満
の程度に応じて抽出した POIを検討する．
評価対象は，任意の経路上を含む領域内に存在する

表 1: POIのカロリーの高さによる罪悪感への影響
訪問欲求 罪悪感

肥満度 高い 低い 高い 低い
高カロリーな POI 1.20 2.05 1.90 1.05

中カロリーな POI 1.65 2.10 1.05 0.45

低カロリーな POI 1.55 2.20 1.05 0.50

POI とする．POI の内訳は，カロリーが高い飲食店
（ラーメン店や居酒屋など）から 9店舗，カロリーが中
程度（うどん屋やそば屋など）から 3店舗，カロリー
が低い飲食店（コンビニやカフェなど）から 5店舗，そ
の他の飲食店が 24店舗であった．
評価方法は，被験者 7名に肥満程度の高い場合と低
い場合を仮定し，3カテゴリから 2店舗の合計 6店舗の
POIに対して，健康状態から「訪問したいか」と「罪悪
感があるか」を 4段階で評価してもらった．なお，POI

提示は店舗名と属性（ラーメン店等）のみとし，カテ
ゴリ（高カロリー等）は提示しない．表 1に平均の結
果を示す．肥満度が高い場合では，最も訪問欲求の高
い店舗はカロリーが中程度であったが，罪悪感は最も
低い結果となった．肥満度が低い場合では，最も訪問
欲求の高い店舗はカロリーが低い店舗であったが，罪
悪感は中カロリーが最も低い結果であった．また，高
カロリー POIは，罪悪感は最も高いが，肥満度が低い
と半分程度に軽減された．以上より，肥満度の程度に
よりカテゴリを決定し POIを推薦することで，罪悪感
が軽減され認知バイアスが軽減できると考察される．
4．おわりに
本稿では，移動時の代謝量増加と同時に認知バイア
スを軽減する手法を提案した．歩行による運動時間を
基準とし，基準時間を統一し速足とジョギング等の異
なる運動方式ごとの運動距離を算出することで代謝量
を増加させ，また，各移動距離に基づき認知バイアス
となる罪悪感を軽減する POIを抽出し，経路を生成し
た．今後，抽出した経路に対する評価検証を行う．ま
た，糖尿病や心房細動に対する運動方式も検討する．
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